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男
女
共
学
や
男
女
別
学
を
め
ぐ
る
議
論
や
現
実
は
錯
綜
し
て
お
り
、
共
学
と
別
学
の
ど
ち
ら
が
い
い
の
か
と
い
う
問
題
で
は

な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
と
い
う
の
も
、
共
学
か
別
学
か
と
い
う
問
題
は
、
単
純
に
男
女
が
共
に
学
ぶ
の
か
、
別
々
に
学
ぶ
の
か
と
い

う
問
題
な
の
で
は
な
く
、
そ
の
根
底
に
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
が
深
く
根
を
下
ろ
し
て
お
り
、こ
れ
こ
そ
が
根
源
的
な
問
題
だ
か

ら
で
あ
る
。
隠
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
の
は
、
社
会
に
存
在
す
る
固
定
的
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
や
男
女
の

非
対
称
な
関
係
性
が
、
共
学
と
い
う
制
度
の
下
に
存
在
す
る
か
ら
で
あ
り
、
女
子
校
の
存
在
意
義
が
主
張
さ
れ
る
の
は
、こ
の
よ

う
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
あ
り
よ
う
を
打
破
す
る
可
能
性
が
女
子
校
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
ま
た
男
子
校
に
は
、

「
男
ら
し
さ
」
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る
側
面
も
、
そ
れ
を
強
化
す
る
側
面
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
固
定
的
な

ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
に
の
っ
と
っ
た
教
育
方
法
を
、
個
人
と
し
て
の
教
育
達
成
の
手
段
と
し
て
用
い
る
別
学
論
ま
で
存
在
し
て
い
た
。

と
い
う
こ
と
は
、
今
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
男
女
共
学
や
男
女
別
学
を
め
ぐ
る
考
え
方
に
ど
の
よ
う
な
ジ
ェ
ン
ダ

ー
の
あ
り
よ
う
が
潜
ん
で
い
る
の
か
、
そ
し
て
こ
れ
ま
で
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
の

で
あ
る
。 

…
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本
書
序
章
よ
り

戦
後
民
主
主
義
の
も
と
で
推
進
さ
れ
た

高
等
学
校
の
男
女
共
学
化
。

単
線
で
は
な
い
そ
の
道
程
を
全
国
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
に
お
い
て
検
証
し
、こ
れ
か
ら
の
教
育
に
お
け
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
課
題
を
提
示
す
る
。
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　章 

問
題
関
心 

小
山
静
子

一
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
と
し
て
の
男
女
共
学
／
男
女
別
学

二
　
本
書
の
課
題
と
内
容

第
❶
章 
福
島
県
に
お
け
る
男
子
校
の
女
子
受
け
入
れ 

前
川
直
哉

│
│
別
学
に
戻
っ
た
高
校
、共
学
化
し
た
高
校

一
　
新
制
高
校
の
発
足
と
別
学
校
の
残
存

二
　
男
子
校
の
女
子
受
け
入
れ
と
廃
止

三
　
女
子
受
け
入
れ
か
ら
共
学
化
へ

第
❷
章 

群
馬
県
に
お
け
る
男
女
別
学
と「
男
女
共
学
」 

小
山
静
子

一
　
新
制
高
等
学
校
の
成
立

二
　
多
く
の
男
女
別
学
校
の
誕
生

三
　
男
女
が
在
籍
す
る
学
校
の
誕
生

第
❸
章 

北
海
道
に
お
け
る
小
学
区
制
と
男
女
共
学 

須
田
珠
生

│
│
札
幌
市
内
の
公
立
高
等
学
校
三
校
を
中
心
に

一
　
新
制
高
等
学
校
の
発
足

二
　
札
幌
市
内
の
公
立
普
通
科
高
校
に
お
け
る
男
女
共
学
の
全
面
実
施

三
　
コ
ー
ス
別
ク
ラ
ス
編
成
に
よ
る
男
女
共
学
の
崩
壊

第
❹
章 

京
都
市
内
の
公
立
高
校
生
に
お
け
る
男
女
共
学
観 

和
崎
光
太
郎

一
　
京
都
市
内
の
公
立
高
校
に
お
け
る
男
女
共
学
の
実
施
と
高
校
新
聞

二
　
旧
制
お
よ
び
再
編
前
新
制
高
校
の
時
期

三
　
再
編
後
か
ら
一
九
四
九
年
度
末
ま
で

四
　
一
九
五
〇
年
度
以
降

第
❺
章 

男
女
比
が
極
端
に
不
均
衡
な
男
女
共
学 

小
山
静
子

│
│
熊
本
市
内
の
県
立
高
等
学
校

一
　
新
制
高
等
学
校
の
誕
生

二
　
小
学
区
制
の
問
い
直
し

三
　
男
女
共
学
の
有
名
無
実
化

第
❻
章 

男
女
比
に
大
き
な
偏
り
の
あ
る
男
女
別
定
員 

今
田
絵
里
香

│
│
東
京
都
の
男
女
共
学

一
　
男
女
別
学
制
の
新
制
高
校
の
発
足

二
　
一
九
四
九
年
度
の
男
女
共
学
制

三
　
一
九
五
〇
年
度
の
男
女
共
学
制

四
　
男
女
別
定
員
の
導
入
の
背
景

第
❼
章 

男
女
生
徒
同
数
を
目
指
し
た
大
阪
府
の
男
女
共
学
制
　
土
屋
尚
子

一
　
新
制
高
等
学
校
の
成
立

二
　
大
阪
府
会
に
お
け
る
男
女
共
学
論

第
❽
章 

青
森
県
津
軽
地
方
に
お
け
る
男
女
共
学 

石
岡
　
学

│
│
県
立
青
森
高
等
学
校
を
中
心
に

一
　
津
軽
地
方
の
高
校
に
お
け
る
青
森
高
校
の
位
置
づ
け

二
　『
青
高
新
聞
』に
お
け
る
男
女
共
学
の
語
ら
れ
方

三
　『
青
高
新
聞
』に
み
る
男
女
共
学
の
実
態

第
❾
章 

高
等
女
学
校
の
後
継
校
が
存
在
し
な
い
地
域
の
男
女
共
学 

土
田
陽
子

│
│
和
歌
山
市
の
事
例
か
ら

一
　
戦
後
の
中
等
教
育
改
革

二
　
男
女
共
学
制
を
め
ぐ
る
議
論
と
そ
の
実
態

三
　
総
合
制
・
小
学
区
制
の
崩
壊
／
維
持
さ
れ
た
男
女
共
学
制

第
�
章 

福
岡
県
久
留
米
市
の
高
等
学
校
再
編
成
と
男
女
共
学
　
中
山
良
子

一
　
新
制
高
等
学
校
の
成
立
と
男
女
共
学
を
め
ぐ
る
議
論

二
　
高
等
学
校
再
編
成―

―

男
生
徒
の「
犠
牲
」、女
生
徒
の
署
名
活
動

三
　
男
女
共
学
の
は
じ
ま
り

四
　
福
岡
県
下
の「
学
区
制
の
乱
れ
」と
久
留
米
市
の
自
由
区
化

第
�
章 

鹿
児
島
県
下
に
お
け
る
男
女
共
学
制
の
定
着 

日
高
利
泰

│
│
私
立
男
子
校
新
設
に
よ
る
円
滑
化

一
　
県
下
の
新
制
高
校
に
お
け
る
共
学
化
の
経
緯

二
　『
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
月
報
』に
お
け
る
男
女
共
学
を
め
ぐ
る
議
論

三
　
私
立
男
子
校
の
新
設

終

　章 

「
男
女
共
学
」の
百
面
相 

石
岡
　
学

一
　
男
女
共
学
へ
の
転
換
あ
る
い
は
男
女
別
学
の
維
持
と
そ
の
後
の
展
開

二
　
新
制
高
校
の
成
立
と
変
化
の
過
程
に
潜
む
ジ
ェ
ン
ダ
ー

あ
と
が
き  

小
山
静
子

小
山
静
子
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

前
川
直
哉
（
福
島
大
学
教
育
推
進
機
構
特
任
准
教
授
）

須
田
珠
生（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員（
Ｐ
Ｄ
））

和
崎
光
太
郎
（
東
京
福
祉
大
学
保
育
児
童
学
部
准
教
授
）

今
田
絵
里
香
（
成
蹊
大
学
文
学
部
教
授
）

土
屋
尚
子
（
大
阪
芸
術
大
学
准
教
授
）

石
岡
学
（
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
准
教
授
）

土
田
陽
子
（
帝
塚
山
学
院
大
学
人
間
科
学
部
教
授
）

中
山
良
子
（
和
歌
山
工
業
高
等
専
門
学
校
他
非
常
勤
講
師
）

日
高
利
泰
（
熊
本
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
部
准
教
授
）

第
Ⅰ
部

　別
学
校
の
存
在

第
Ⅳ
部

　複
数
の
学
校
の
統
合
あ
る
い
は
再
編
に
よ
る
共
学
化

第
Ⅱ
部

　単
一
の
学
校
の
共
学
化

第
Ⅲ
部

　男
女
別
定
員
を
設
け
た
共
学
化

執
筆
者


